
誤 正

当資料に下記の誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。

頁

3

3

正誤表

講演セッション　新しい計測診断技術II
講演題名　モデルベース開発に向けたシリンダヘッドガスケットシール性能予測技術の精度向上
講演者名　田中　利幸（日本ガスケット）

講演番号:18 文献番号:20235018 



学術講演会予稿集正誤表

( Errata of Proceedings/Summarized Papers) 

学術講演会セッション

番号・セッション名  

(SessionNo.-Session 
Name) 

7-自動車の運動と制御 II

講演タイトル

（Title） 
車両前方情報を用いた自動運転用経路・速度生成法の研究

講演者名

(Speaker name) 
所属名

(Affiliation) 

小宮 拓巳

神奈川工科大学大学院

誤

(Incorrect) 
4 ページ目 1 行目 
3.3 径路計画のための Waypoint オフセット手法 

4 ページ目 式（16） 
1

00
( ) ( 1) ( ) ( 1) ( )o o o oi i i ds i iθ θ κ θ κ= − + = − +∫  

正

(Correct) 
4 ページ目 1 行目 
3.3 経路計画のための Waypoint オフセット手法 

4 ページ目 式（16） 

𝜃𝜃0(𝑖𝑖) = 𝜃𝜃0(𝑖𝑖 − 1) + � 𝜅𝜅0(𝑖𝑖 − 1)𝑑𝑑𝑑𝑑
1

0
= 𝜃𝜃0(𝑖𝑖 − 1) + 𝜅𝜅0(𝑖𝑖 − 1) 

講演番号:32 文献番号:20235032 



学術講演会予稿集正誤表

(Errata of Proceedings/Summarized Papers) 

学術講演会セッション

番号・セッション名  

(SessionNo.-Session 
Name) 

(セッション No.23 車体構造の安全・信頼性設計・評

価 II（OS）)

講演タイトル

（Title） 
ロードシミュレータ台上耐久試験のための 汎用波形

作成手法に関する一考察

-上下 2 自由度系数値シミュレーションを用いた入力

に及ぼすサスペンション特性の影響の検討-
講演者名

(Speaker name) 
所属名

(Affiliation) 

鹿内公詞

トヨタ自動車

誤

(Incorrect) 
Fig.14(d)Damage ratio 

正

(Correct) 
Fig.14(d)Damage ratio 

講演番号:101 文献番号:20235101 



学術講演会予稿集正誤表

( Errata of Proceedings/Summarized Papers) 

学術講演会セッション

番号・セッション名  

(SessionNo.-Session 
Name) 

58 高度自動運転を構成する基盤技術 I -未来の向こ

う側のクルマを目指して- 

講演タイトル

（Title） 
低速車両における経路追従制御（第 2 報） 

講演者名

(Speaker name) 
所属名

(Affiliation) 

土屋 査大

(株)FUTU-RE 

誤

(Incorrect) 
[4]S. Gulati and B. Kuipers: High Performance Control for Graceful
Motion of an Intelligent Wheelchair: Proceedings of IEEE
International Conference on Robotics and Automation, 2008, pp.3932-
3938.

正

(Correct) 
[4]Jong Jin Park & Benjamin Kuipers: A smooth control law for
graceful motion of differential wheeled mobile robots in 2D
environment, Proceedings - IEEE International Conference on
Robotics and Automation (2011), 4896-4902

講演番号:261 文献番号:20235261
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